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◆調査の概要◆
テーマ／「富士市の将来」
　　　　 「生物多様性」
対　　象／ 市内在住の満18歳以上80歳未満の男女

3,000人
抽出方法／住民基本台帳から無作為抽出
調査期間／6月12日～7月17日
調査方法／郵送調査
有効回収数（率）／ 1,654人（55.1％）

※ 調査結果の比率は、百分率で表示し、小数点以下第2
位を四捨五入してありますので、合計が100％にならな
い場合があります。

約
7
割
の
人
が
「
住
み
や
す
い
」

あ
な
た
に
と
っ
て
、
富
士
市
は
住
み
や
す

い
市
で
す
か
。

Q

テーマ「富士市の将来」について

A
　「
住
み
や
す
い
」
が
最
も
高
く
59.
3
%
、

「
た
い
へ
ん
住
み
や
す
い
」
が
7.
4
%
と
、
合

計
す
る
と
約
7
割
の
人
が
「
住
み
や
す
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
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世　調　

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
生
か
す

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
、
世
論
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
行
っ
た
第
47
回
世

論
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

詳
し
い
調
査
結
果
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
↓
く
ら
し
と
市
政
↓
市
政
情
報
↓
広
聴
↓
世

論
調
査
で
ご
ら
ん
に
な
れ
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
今
後
の

参
考
に
し
て
、
市
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

富
士
市
の
将
来
を
考
え
る
に
当
た
り
、
富

士
市
の
現
状
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

たいへん住みやすい 住みやすい

どちらともいえない 住みにくい

たいへん住みにくい 無回答

0 20 40 60 80 100 （%）

7.4 59.3 25.5 6.0

1.3

0.5

第六次富士市総合計画を策定するに当たっての基礎資料にするとともに、第五次富士市
総合計画の評価を行うために調査を行いました。
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世論調査結果報告

　
「
気
候
が
温
暖
で
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
」
が
最

も
高
く
75.
4
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
「
住
ん
で
い
る
家
に
満
足
し
て
い
る
か
ら
」

が
33.
6
%
、
「
安
全
で
お
い
し
い
水
と
地
元
の
食
べ
物

が
あ
る
か
ら
」
が
29.
8
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
も
高
い
の
は
「
気
候
が
温
暖
で
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
か
ら
」

今
後
も
住
み
た
い
と
思
う
理
由
は
何
で
す
か
。

（
複
数
回
答
・
3
つ
ま
で
）

Q

Q　「
今
後
も
住
み
た
い
と
思
う
」
が
最
も
高
く
70.
6
%
、

次
い
で
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
19.
2
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
住
み
た
い
と
は
思
わ
な
い
」

が
9.
7
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

約
7
割
の
人
が
「
今
後
も
住
み
た
い
と
思

う
」

A

A

あ
な
た
は
、
今
後
も
富
士
市
に
住
み
た
い
と

思
い
ま
す
か
。

富
士
市
の
将
来
を
考
え
る
に
当
た
り
、
左
記

の
項
目
に
つ
い
て
満
足
度
を
調
査
し
ま
し
た
。

下
線
の
あ
る
6
つ
の
テ
ー
マ
を
抜
粋
し
、
4

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

0 10 20 30 40 50 60 70 80（%）

気候が温暖で自然に
恵まれているから

住んでいる家に
満足しているから

安全でおいしい水と
地元の食べ物があるから

交通の便がよいから

全体　1,168人

隣近所との付き合いが
良好だから

地域に愛着や
誇りが持てるから

老後も安心して暮らせると
感じられるから

75.4

33.6

29.8

18.9

17.0

14.7

12.2

今後も住みたいと思う

どちらともいえない

このままでは住みたいとは思わない

無回答

0 20 40 60 80 100 （%）

19.270.6 9.7 0.5

【上位 7項目】

分 野 テ　　ー　　マ

安 全 ・ 安 心 市民安全、危機管理、消防・救急・救助、治山・治水

健 康 ・ 福 祉 保健・医療、子育て、公的支援、地域福祉

産 業 産業交流・観光、工業、商業・流通、農林水産業、労働・雇用

環 境 地球環境、自然・生活環境、循環型社会、水循環

教 育 ・ 文 化 学校教育、社会教育・青少年健全育成、市民文化、生涯スポーツ

都 市 基 盤 市街地整備、道路・交通、景観・公園・住宅

都 市 経 営 市民主役都市、行政運営、健全財政、市民満足、情報公開
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Q
最
も
高
い
の
は
「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
一
体
的
な
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
」

A　
「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
一
体
的
な
生
活
支
援
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
」
が
最
も
高
く

42.
2
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
「
児
童
や
高
齢
者
が
地
域
の
中
で
事
故
や
犯

罪
に
遭
わ
ず
に
生
活
で
き
る
こ
と
」
が
39.
8
%
、
「
大

学
生
・
高
校
生
の
U
J
I
タ
ー
ン
就
職
が
促
進
さ
れ
、
若

い
世
代
の
人
口
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
が
30.
3
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

満足度（そう思う・ややそう思う）が向上したテーマ

（%）

39.8 39.1
44.9

0

20

40

60

80

100

平成 30 年平成 26 年平成 22 年

0 10 20 30 40 50（%）

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らし
ができるよう地域の一体的な生活支援・福祉
サービス提供体制が整っていること

児童や高齢者が地域の中で事故や
犯罪に遭わずに生活できること

大学生・高校生のUJIターン
就職が促進され、若い世代の
人口が確保されていること

大規模災害後の復興
体制が整っていること

全体　1,654人商店街が魅力あるものと
なり、中心市街地が多く
の人であふれていること

42.2

39.8

30.3

26.8

26.5

【上位 5項目】 10
年
後
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
た

め
に
、
あ
な
た
が
特
に
必
要
だ
と
思
う
も
の

は
何
で
す
か
。（
複
数
回
答
・
３
つ
ま
で
）

満足度（そう思う・ややそう思う）が低下したテーマ

（%）

37.0

46.2
51.1

0

20

40

60

80

100

平成 30 年平成 26 年  平成 22 年

（%）

41.1

49.1
53.6

0

20

40

60

80

100

平成 30 年平成 26 年平成 22 年

（%）

53.1
48.0

39.2

0

20

40

60

80

100

平成 30 年平成 26 年平成 22 年

（%）

51.7

43.5

35.1

0

20

40

60

80

100

平成 30 年平成 26 年平成 22 年

（%）

76.0 73.4

54.6

0

20

40

60

80

100

平成 30 年平成 26 年平成 22 年

産業交流・観光 自然・生活環境 保健・医療

生涯スポーツ 市民主役都市 地域福祉

医療体制が整っていると思い
ますか。

空気がきれいで自然が豊かだと
思いますか。

市内には、知人を案内し自慢し
たい場所があると思いますか。

富士市のまちづくりは市民が参加
して進められていると思いますか。

困ったときに相談できる近所
の人がいますか。

いつでも誰でもスポーツに親しむ
環境が整っていると思いますか。
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　「
こ
の
調
査
で
知
っ
た
」
が
最
も
高
く
34.
6
%
、

「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
意
味
は
よ
く
知
ら
な

い
」
が
31.
4
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
「
知
っ
て
お
り
、
意
味
も
だ
い
た
い
理

解
し
て
い
る
」
が
24.
1
%
、
「
知
っ
て
お
り
、

意
味
も
よ
く
理
解
し
て
い
る
」
が
6
.
0
%
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
2
つ
を
合
計
し
た
「
知
っ
て

い
る
」
は
30.
1
%
と
な
り
ま
し
た
。

最
も
高
い
の
は
「
こ
の
調
査
で
知
っ
た
」

生
物
多
様
性
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い

ま
し
た
か
。

Q

テーマ「生物多様性」について

Q
　
「
川
・
湧
水
」
が
最
も
高
く
71
・
7
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
「
森
（
富
士
山
、
愛
鷹
山
な
ど
）
」

が
64.
2
%
、
「
公
園
・
緑
地
」
が
34.
8
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
も
高
い
の
は
「
川
・
湧
水
」

あ
な
た
が
、
生
物
多
様
性
保
全
の
た

め
に
参
加
し
た
い
活
動
は
何
で
す
か
。

（
複
数
回
答
・
3
つ
ま
で
）

Q
　「
自
然
観
察
会
」
が
最
も
高
く
27.
4
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
「
清
掃
活
動
」
が
23.
7
%
、

「
生
き
も
の
生
息
調
査
」
が
21.
4
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

最
も
高
い
の
は「
自
然
観
察
会
」

A

A

A

世論調査結果報告

知っており、意味もよく理解している
知っており、意味もだいたい理解している
聞いたことはあるが、意味はよく知らない
この調査で知った
無回答

0 20 40 60 80 100
（%）

6.0 24.1 31.4 34.6 3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80（%）

全体　1,654人

川・湧水

森
（富士山、愛鷹山など）

公園・緑地

身近な森
（里山などの雑木林）

湿地・湿原
（浮島ヶ原など）

71.7

64.2

34.8

24.1

19.3

0 10 20 30（%）

全体　1,654人

自然観察会

清掃活動

生きもの生息調査

外来種駆除

広葉樹の植栽

27.4

23.7

21.4

17.3

17.2

【上位 5項目】

将来にわたって豊かな自然環境や生態系を引き継ぐために策定予定の「生物多様性地域
戦略」の基礎資料とするために調査を行いました。

生
物
多
様
性
と
は
、
生
き
も
の
の
豊
か
な
個
性
と
つ
な
が
り
の
こ
と
で
す
。
生
物
多
様
性
は
、「
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
」と
し
て
、
人
間
に
恵
み
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
食
料
や
水
の
供
給
、
気
候
の
安
定
化
な
ど
の
有
用
な
価
値
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
の
対
象
と
し
て
豊
か
な
文
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
な
ど
、
人
間
の
存
在
基

盤
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

富
士
市
に
お
け
る
生
き
も
の
の
生
息
地

の
中
で
、
あ
な
た
が
保
全
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
思
う
場
所
は
ど
こ
で

す
か
（
複
数
回
答
・
3
つ
ま
で
）

【上位 5項目】

問い合わせ／シティプロモーション課　☎ 55-2736　551-1456　Aso-citypro@div.city.fuji.shizuoka.jp


